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研究成果の概要（和文）：本研究では様々な精神疾患患者から疾患モデル細胞としてiMG細胞及びiN細胞を作製
し、生きた細胞でしか評価しえない項目を測定し、臨床症状との相関解析などにより、疾患特異性を検出し、ダ
イナミックな細胞レベルでの病態解明を進めてきた。発達障害および認知症関連の患者由来のiN細胞およびiMG
細胞において特異的な反応特性を見出した。さらに、ヒト血液由来iMG細胞がヒト脳ミクログリア細胞と類似す
ることを見出し、iMG細胞のサロゲート細胞としての有用性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study, human iMG and iN cells were generated as disease model cells 
from patients with various neuropsychiatric disorders. Human iN cells and iMG cells were used to 
measure items that can only be assessed in living cells, and correlation analysis with clinical 
symptoms was conducted to detect disease specificity and elucidate pathophysiology at the dynamic 
cellular level. Specific characteristics were found in iN and iMG cells derived from patients with 
developmental disorders and dementia-related diseases. Furthermore, we found that human 
blood-derived iMG cells resemble human brain microglial cells, and revealed the usefulness of iMG 
cells as surrogate cells for reverse-translational research.

研究分野： 精神神経科学

キーワード： ミクログリア 　iPS細胞　直接誘導ニューロン　直接誘導ミクログリア様細胞 　再生医学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
精神疾患の病態解明研究やその治療法開発が遅れている要因として、直接生きた脳細胞を採取して解析すること
が技術的にも倫理的にも困難なことが挙げられる。しかるに、脳以外の体細胞から作製可能なiPS細胞への期待
が大きいが、iPS細胞では細胞を初期化したり、その時々の状態を反映しないという限界がある。本研究で用い
たiN細胞・iMG細胞は採取後2週間で作製可能で、ステイトも反映するため、特に経時的な変化を伴いやすい精神
疾患の病態解明の新しいツールとして期待される。本研究でiMG細胞が脳ミクログリア細胞に類似することが分
かり、今後、iMG細胞を用いた精神疾患モデル細胞研究と治療法開発の加速が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
iPS 細胞作製技術の応用としてヒト iPS 細胞由来のニューロンやグリア細胞を用いた脳

疾患モデル細胞研究が進歩しているが、細胞初期化による影響や作製まで 数ヶ月を要する
など幾つかの限界がある。研究代表者（加藤）は、これまで(1) ヒト末梢血単球から 2 週間
で誘導可能な直接誘導ミクログリア様 （iMG）細胞を独自に開発 し、(2) ヒト皮膚線維芽
細胞から 2 週間で作製可能な直接誘導ニューロン（iN）細胞の作製技術を改良し、1 週間以
内に誘導可能な早期 iN 細胞の技術開発に成功し、(3) さらにこうした技術を用いて、精神
神経疾患の様々な臨床データを取得解析する橋渡し研究システムを大学病院に構築してい
る。 
 
２．研究の目的 

 
本研究では、こうした橋渡し研究システムをさらに発展させるために、精神神経疾患患者

（統合失調症、自閉スペクトラム症など）やその他の身体疾患（脳疾患含む）から疾患モデ
ル細胞としての iMG 細胞および iN 細胞を作製し、その遺伝子発現に加えて神経化学的反
応・免疫応答・Na/Ca 膜電位など生きた細胞でしか評価しえない項目を測定し、臨床症状
との相関解析などにより、疾患特異性を検出し、従来のモデル動物研究や死後脳研究・脳画
像・脳生理研究のみでは到達できないようなダイナミックな細胞レベルでの病態解明を進
め、研究分担者・研究連携者の協力を得て、iPS 細胞由来ニューロンで妥当性を検証するこ
とを目的としてきた。表に、iN 細胞と iPS 由来神経細胞との比較を示す。 
 

 
３．研究の方法 
30 名以上の患者から、臨床データの取

得とともに、血液および一部は皮膚を採
取し、iMG 細胞および iN細胞を作製し、
一部は iPS 細胞由来神経を作製し、その
解析を進めてきた。 
 
 
４．研究成果 
 
1）発達障害関連の患者由来の神経およ
びミクログリア様細胞において特異的
な反応特性を萌芽的に見出した。特に、
レックリングハウゼン氏病（NF1）患者よ
り作製した iN 細胞において、cAMP 経路
を促進するフォルスコリン（FSK）投与に
より神経形態がダイナミックに進展す
る こ と を 発 見 し 、
Neuropsychopharmacology Reports
（Sagata et al. 2020）に報告した。選
考研究として研究代表者らは、2017 年に
NF1 患者由来の iN（NF1-iN）細胞の遺伝
子発現解析を行い、NF1 男性患者に限定



された神経細胞における 149遺伝子の発現異常を報告して
いた（Sagata et al, 2017. Sci Rep）。NF1 の原因遺伝子が
コードしている neurofibromin 1 タンパク質の機能の一つと
して、cAMP を産生するアデニリルシクラーゼ（AC）の活
性化が知られている。AC 活性化剤である FSK 存在下では、
NF1-iN 細胞の 149 遺伝子の一部の遺伝子発現量が正常レ
ベルになることを示した（図２）。さらに、FSK によって
NF1-iN 細胞の形態が短時間に劇的に改善することも明ら
かにした（Sagata et al. 2020. Neuropsychopharmacol 
Rep）（図３）。従来の iN 細胞とは異なる遺伝子発現パター
ンを示す早期 iN（Early-iN: E-iN）細胞を開発し（Sagata 
et al. 2017）、未成熟ニューロンマーカー遺伝子の高発現及
び成熟ニューロンマーカー遺伝子
の低発現を示し（図４）（投稿準備
中）、これまでは iPS ニューロンで
しか観察が出来なかった未成熟ニ
ューロンの解析を iN 細胞でも行
える可能性を示した。 
 
 
2）様々な精神疾患患者において、
ミクログリア様（iMG）細胞を用い
た解析を進めてきた。ミクログリ
ア関連遺伝子の欠失を認める認知
症患者において、疾患特異的な形
態や反応特性を見出しており、現在、論文投稿中である（投稿中のため、データの詳細は割
愛した）。 
 

 
 
 
3) ヒト iMG 細胞が実際のヒト脳ミクログリア（pMG）細胞とどの程度類似しているかを検
証するために、九州大学病院脳外科の協力を得て、九州大学倫理審査委員会の承認の元で、
iMG 細胞と pMG 細胞との比較検証を行った。pMG 細胞に関しては、脳腫瘍やてんかんのため
に手術で除去する組織に含まれるミクログリアを採取した。同一患者の血液由来単球、単球
から誘導した iMG 細胞、そして、脳由来 pMG 細胞から RNA を抽出し、RNAseq による網羅的



な遺伝子発現解析を行ったところ、iMG 細胞が pMG 細胞に類似することを明らかにした（下
図）。さらに、特にグリオーマ患者から作製した iMG 細胞において、CD206 の遺伝子発現が
脳 pMG 細胞と血液由来 iMG 細胞で類似した挙動を示すことを明らかにし、Frontiers in 
Immunology に報告した（Tanaka et al. 2021）。 
 

 
 
以上のように、本研究では、iN 細胞・iMG 細胞を活用したリバース・トレンスレーショナ

ル研究を推進し、幾つかの興味深い成果を得ることができた。本研究を基盤として、精神疾
患をはじめとする様々な脳疾患の病態解明研究およびバイオマーカーとしての応用研究の
発展が期待される。 
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経－相補的な制御系として

BRAIN and NERVE 795-802

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
榎本真悟、加藤隆弘 73(7)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ミクログリアによる社会的意思決定の制御－ミクログリアは無意識由来行動をつかさどる？

生体の科学 442-445

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
加藤隆弘 72(5)

 １．著者名

10.1111/pcn.12895

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Hikikomori: Multidimensional understanding, assessment and future international perspectives

Psychiatry and Clinical Neurosciences 427～440

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kato Takahiro A.、Kanba Shigenobu、Teo Alan R. 73(8)

 １．著者名



2021年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
精神疾患におけるミクログリア活性化制御をターゲットとした創薬への期待

老年精神医学雑誌 700-710

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
加藤隆弘 31(7)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
精神疾患ミクログリア仮説からみた双極性障害とその橋渡し研究

日本臨牀 1654-1661

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
加藤隆弘, 扇谷昌宏, 神庭重信 78(10)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
診断バイオマーカーうつ病の血液バイオマーカー開発の試み

精神科 592-598

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
瀬戸山大樹, 加藤隆弘 37(6)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ヒト血液由来直接誘導ミクログリア様 (iMG)細胞の開発とリバーストランスレーショナル研究への応用

Medical Science Digest 59-61

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
加藤隆弘, 稲嶺翔吾, 扇谷昌宏 47(4)

 １．著者名



2020年

2019年

2019年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
気分障害のミクログリア仮説

精神科治療学 1037-1044

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
加藤隆弘 34(9)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
『私の研究紹介』心のミクログリア仮説解明を志して

分子精神医学 159-160

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
加藤隆弘 19(3)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
血液メタボローム解析で抑うつ重症度・自殺念慮を客観的に評価する試み

精神科 515-523

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
加藤隆弘, 瀬戸山大樹, 桑野信貴, 康東天, 神庭重信 34(5)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
脳内免疫細胞ミクログリアに着目した精神疾患のトランスレーショナル研究

日本生物学的精神医学会誌 40-45

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
加藤隆弘 31(1)

 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
連載「精神分析と脳科学が出会ったら？」第2回】現代の多層化・複雑化した脳科学研究と精神分析の居場
所

こころの科学 128-131

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
加藤隆弘 209

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
うつ病・自殺のミクログリア仮説と解明のための橋渡し研究

福岡医学雑誌 171-184

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
加藤隆弘 110(4)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
働くミクログリアとその破綻としての精神疾患

精神科 341-349

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
加藤隆弘 35(4)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
【連載「精神分析と脳科学が出会ったら？」第１回】脳とこころが交差する悩ましい世界への旅

こころの科学 8-12

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
加藤隆弘 208

 １．著者名



2018年

2018年

2019年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
線維筋痛症のトランスレーショナル研究：ミクログリア過剰活性化とＴＮＦ-α

日本臨牀 1937-1948

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
扇谷昌宏, 細井昌子, 加藤隆弘 76(11)

 １．著者名

10.3389/fncel.2019.00031

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Suicide and Microglia: Recent Findings and Future Perspectives Based on Human Studies

Frontiers in Cellular Neuroscience 31

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Suzuki H, Ohgidani M, Kuwano N, Chr&eacute;tien F, Lorin de la Grandmaison G, Onaya M, Tominaga
I, Setoyama D, Kang D, Mimura M, Kanba S, Kato TA

13
 １．著者名

10.1016/j.jad.2018.07.040

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Neuron-related blood inflammatory markers as an objective evaluation tool for major depressive
disorder: An exploratory pilot case-control study

Journal of Affective Disorders 88-98

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kuwano N, Kato TA*, Mitsuhashi M, Sato-Kasai M, Shimokawa N, Hayakawa K, Ohgidani M, Sagata N,
Kubo H, Sakurai T, Kanba S

240
 １．著者名

10.1016/j.jad.2018.01.014

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Tryptophan-kynurenine and lipid related metabolites as blood biomarkers for first-episode drug-
na&iuml;ve patients with major depressive disorder: an exploratory pilot case-control study

Journal of Affective Disorders 74-82

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kuwano N, Kato TA*, Setoyama D, Sato-Kasai M, Shimokawa N, Hayakawa K, Ohgidani M, Sagata N,
Kubo H, Kishimoto J, Kang D, Kanba S

231
 １．著者名



2018年

2018年

〔学会発表〕　計26件（うち招待講演　4件／うち国際学会　11件）

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第17回日本うつ病学会総会

第94回日本薬理学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

加藤隆弘

加藤隆弘

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

うつ病・自殺のミクログリア仮説解明のための橋渡し研究

ミクログリア分化異常からみた精神神経疾患：患者由来iMG細胞を用いた橋渡し研究

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
【うつ病における炎症・酸化ストレスの役割と創薬への発展性】 ミクログリア仮説に鑑みた気分障害の血
液バイオマーカー研究

日本生物学的精神医学会誌 182-188

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
加藤 隆弘, 扇谷 昌宏, 桑野 信貴, 瀬戸山 大樹, 康 東天, 神庭, 重信 29(4)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
種々の症状を呈する難治性疾患における中枢神経感作の役割の解明とそれによる患者ケアの向上 線維筋痛
症と中枢ミクログリア異常仮説　誘導ミクログリア細胞(iMG)による評価

神経治療学 S168

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
細井 昌子, 扇谷 昌宏, 加藤 隆弘 35(6)

 １．著者名



2021年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

7th Congress of ASCNP（国際学会）

シグナル伝達医学講演会（招待講演）

第13回日本緩和医療薬学会年会

第115回日本精神神経学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kato TA

加藤隆弘

加藤隆弘

加藤隆弘

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

精神疾患と緩和ー;脳内免疫細胞ミクログリアから心と体の痛みとその緩和を考える

ミクログリアと心：脳内免疫細胞が心理社会的活動とその破綻に関わる可能性

 １．発表者名

Human blood-induced microglia-like (iMG) cells as a reverse translational research tool to clarify mind-brain-body
interactions.

ヒト血液を用いた精神疾患トランスレーショナル研究：直接誘導ミクログリア様細胞の作成とその応用



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第41回日本生物学的精神医学会

NEURO2019（国際学会）

Neuro 2019（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
Neuro 2019（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

加藤隆弘

加藤隆弘, 扇谷昌宏, 神庭重信

Kato TA, Ohgidani M, Kanba S

Sagata N, Kato TA

 ４．発表年

ミクログリアと精神疾患：トランスレーショナル研究

精神疾患患者の血液を用いたミクログリア仮説解明のための橋渡し研究

Microglia-focused neuropsychiatric translational research using human bloods; dynamic cellular analysis using induced
microglia-like (iMG)cells and various plasma analysis

Why do we need translational research of psychiatric disorders using human directly induced (iN) cells?

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

6th Congress of AsCNP Asian College of Neuropsychopharmacology（国際学会）

第35回Wako ワークショップ「ミクログリア研究の最前線－基礎から臨床へ－」（招待講演）

ACNP 58th Annual Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本線維筋痛症学会第11回学術集会

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

加藤隆弘, 扇谷昌宏, 細井昌子

ヒト血液由来ミクログリア様（iMG）細胞による線維筋痛症の客観的バイオマーカー開発研究

Human blood-based microglia monitoring system as a novel translational research tool for psychiatric disorders

ヒト血液を用いた精神疾患ミクログリア仮説解明にための橋渡し研究

Proposing a Novel Metabolomic Analysis using Free Form of Plasma Metabolites as More Specific  Biomarkers for Major
Depressive Disorders

Kato TA, Ohgidani M, Setoyama D, Kang D, Kanba S

加藤隆弘

Kato TA, Setoyama D, Kang D, Kanba S



2020年

2020年

2018年

2018年

 ２．発表標題

フューチャー・デザインワークショップ 2020

島津奨励賞受賞者講演（招待講演）

第114回日本精神神経学会学術総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

加藤隆弘

加藤隆弘

加藤隆弘

加藤隆弘

第114回日本精神神経学会学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 １．発表者名

血液メタボローム解析による気分障害の客観的バイオマーカー開発：採血で抑うつや自殺念慮の予測は可能か？. シンポジウム22「次世代
の精神疾患の診断・客観的症状評価法の開発」

統合失調症におけるミクログリア仮説. シンポジウム55「日本人研究者が発信したオリジナルな統合失調症病態仮説を統合する」

ひきこもりという現象からみる未来社会の課題と可能性

気分障害の血液メタボローム解析による客観的診断法の創出

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Pan-Asia Symposium on the Genetics of Brain Disorders（国際学会）

Special Lecture, 3rd Global Conference of Biological Psychiatry（国際学会）

第40回日本生物学的精神医学会・第61回日本神経化学会大会合同年会

加藤隆弘, 扇谷昌宏, 神庭重信

Kato TA

 ３．学会等名
第114回日本精神神経学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ヒト末梢血単球由来の直接誘導ミクログリア様（iMG）細胞を用いた精神疾患トランスレーショナル研究. シンポジウム82「精神疾患研究
におけるブレイクスルー～グリア細胞の重要性～」

Directly-induced neuronal/microglial cells for psychiatric translational research

Blood inflammatory biomarkers of depression and hikikomori focusing on microglia

シンポジウム企画「痛覚伝達システムの新しい生体ディフェンスと恒常性維持機構において」（座長: 津田誠・加藤隆弘）
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Invited Speech, Cold Spring Harbor Asia (CSHA) "Novel Insights into Glia Function & Dysfunction"（招待講演）（国際学会）

57th Annual Meeting of the American College of Neuropsychopharmacology (ACNP)（国際学会）

日本薬学会 第139年会
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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Symposium, 第15回国際トリプトファン学術集会(ISTRY2018)（国際学会）

Kato TA, Kuwano N, Setoyama D, Kang D, Kanba S

Kato TA, Ohgidani M, Kanba S

Kato TA, Kuwano N, Mitsuhashi M, Kanba S
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Objective blood biomarkers of depression focusing on tryptophan-kynurenine pathway

Plenary lecture, Microglia-focused neuropsychiatric translational research using human bloods; dynamic cellular analysis
using induced microglia-like (iMG) cells from human mon.ocytes and various plasma analysis

Can Neuron-Related Blood Proteins, indicating the Levels of Neuron-Derived Exosomes (NDE), become an Objective Evaluation
Tool for Depression?. Poster session

ヒト血液由来ミクログリア様（iMG）細胞を用いた精神疾患トランスレーショナル研究.  一般シンポジウム「変わりゆくグリア細胞の役割
～ミクログリア目線で疾患を診る！」
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Modulating microglial activation as a possible therapeutic target for depression. pp 209-219,
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